
 

 

 
研究内容の概要： アテローム性動脈硬化症の予防および治療に有効な

評価法を開発した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワード アテローム性動脈硬化、医薬品、機能性食品、バイオアッセイ、シャペロニン 

特
長
／
効
果 

 シャペロニン(Hsp60)によるラット動脈平滑筋細胞の増殖を指標に、

アテローム性動脈硬化抑制作用物質を効率よく探索・評価が可能 

 従来の治療薬と比べ直接的な治療薬を開発することが可能 

 
利
用
／
用
途 

 アテローム性動脈硬化症の予防・治療剤 

 循環器疾患治療用の医薬組成物 

 健康食品、栄養機能食品の開発 

 食品添加物 など 

 

アテローム性動脈硬化抑制効果の評価法 

 

知的財産権等情報 

特許出願 特開 2005-206520 

論 文 等 ３ 編 

 

動脈硬化抑制効果の測定可能 

細胞増殖阻害 
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健康食品 

栄養機能食品 

アテローム性動脈硬化症 
の予防・治療剤 

正常血管
血管狭窄

血液

菌の増殖

Hsp60産生

抗生物質で抑制可能

（呼吸）

Chlamydia pneumoniae (肺炎クラミジア)

異常な平滑筋細胞（VSMC）の増殖

天然化合物の探索

マクロファージが摂取

血管中膜（平滑筋）に浸潤・感染
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（アテローム性動脈硬化） 
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医薬・農薬 分野 
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